
 

1 月 24 日（水）の３時間目に、書き初め大会がありました。改めて、伝統的な年中行事で 

ある「書き初め」とはどのような行事なのでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

今年の文字は「信念を貫く」でした。頑張っている様子を写真に収めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

審査員は、校長先生（審査委員長）、教頭先生、角戸先生です。 

審査基準は、次の通りです。 

① 一つひとつの文字の筆づかいや字形に注意して書いている。 

② 文字の大きさや全体の配置・配列に気を付け、力強く書いている。 

③ 本文だけでなく、名前なども丁寧に書いている。 

審査員で①～③を総合的に判断され、最優秀賞１名、優秀賞２名を決定し、後日、学校朝会で

表彰される予定です。 

 

審査基準に基づくことも大切ですが、自分の納得のいく作品を書くことが一番大切だと思っ

ています。自分の信念を貫く一年、そして、自分の信念を貫く人になってください。 
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書き初めとは・・・ 

年の初めに文字や絵を描くとされている書き初めの起源は、平安時代の宮中行事と

伝わっている。一年の目標や抱負を決めるという意味があり、実現に対する意欲を高め

ることが目的とされている。昔は１月２日に行われていたそうで、この日に書き初めを

すると、字が上達するともいわれている。 


